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自分の人生を選択し、～自己を認識し、

るるす

日

第 79回 入学式が挙行されました。

∫

豪

励翡  4月 8日 (人 )、 第 79口入学式が拳行されま
彰霧擁昴 |.:聯

茫: した。本年度は70名 の新入生をお4えすること
|:矛笏

`

警 ができました6新 しい制服に身を色み、きりっと

した友情で式にのぞむ新ハ生の姿は、几ていても

とても清々しいものでした。

保護者の客様、お子様のご入学おめでとうご

ざいます。これから始まる中学校生活が、充実し

た索敵なものになることを
'せ
よりお祈 りしていま

す。すばらしい学校生活を:i!とることができるよう、全教職員が一

九となり竜進して参→ ます。

また在校生の保護者の皆様、本年度もよろしくお願いします。

子どもたちも新しい学年になり、期待に胸をふくらませ、新学期

のスタートをi4え ました。生徒 213名、キ刀磋琢磨しながらの日々

の成長をしっかりと几守っていきたいと思います:こ れから1年

間、どうぞよろ しくお願い します。
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摂R(スペシヤルサポートル7ム)が開設されて4年目になりました。
美木中学校の SSRは学校での集団生活になじみにくいと感じた時や心にしんどさを抱えた時の『居場所』ま

た1自分の強みを知り強みを生かしながら『成長する場所」を目指しています。SSRの利用を希望する場合は学

級担任または SSR担当者 (浜原)に伝えてください。

茎番轟轟、難警讐雪‐繰轟‐婁義:彗嚢懇電丁塞暑鷲
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: ::■‐| : :  式辞 (入学式) ギ西議鐸覇讐下爾丁聯

美木中学校の桜も満開となりt新 しい『1出 を祝ネ岳してくれている今日のよき日に、本校PTA

会長 ネ岳永 尚美 様を始め、多くのご未宴の皆様、また保護者の皆様のご臨席を賜り、えiii壺市
立美木中学校第七十九口入学式を拳行できますことに、友′遠より、厚くおネL中 し上げます。ま

た、先ほどは えli:壺市教育委員会 生涯学習課長 村上 堅 様よりえ:::壺市教育委員会 告ホを
いただきました。誡にありがとうございました。

新入生の普さん、ご入学おめでとうございます。皆さんの真剣|な まなざしから、今綱から始ま

る中学校生活への熱き思いが伝わってきます。

さて、今日からこの伝銃ある美木中学校の生徒となった曽さんに二つのことを希笙します。

一つ目はt「あたりまえのことを、あたりまえにできる生徒になる」ということです。難しい言

葉で言うと「几事徹底」と言います。日常生活で言えば、十、
「時間を守る」「挨拶をする」「抒除をす

る」など、あたりまえのことを徹底して、やり切るということです。昨年、メジャーリーグのワ

ールドシリーズを制覇し、今年も大活理を続ける人谷翔子選手は、「毎ロコツコツ努力すること

が、逍口りに几えて一春の近:ii壺。」「ずつひとつの積み重ねが自信になり、結果になるも」と語って

います。昔さんにも、あたりまえのことをあたりまえにやりきることで、逹戌慇や満足撼 を木わ

い、 白‐分に自信をもち―、 そしてく 自分のことを珠子きになってはしいと迅います。そうなれば、物

事を前向きに提えられるようになり、新しい仲間ともえ好な関係を集きやすくなりt楽 しく、鬼

実した中学校生活をil:】笠ることができます。

二づ目は、「失敗を恐れず、積極的に挑戦する生徒になる」ということです。皆さんは、無限の

可能性を私めています。その無限あ可能1生 を広げるために、いろいろなことに挑戦してほしいと

思います。そのために一つお願いがあります。それは、教室を失敗を突わない、そして、失敗を

恐れない、そういう1場所にしてほしいということです。タヒ戦することを言帝めることなく、 どんど

ん自分の限界に挑戦してください。應抜しています。

二つ目は、「こころの扉を拓く」ということです。この言葉は、木校の校訓です。学校では多く

のことを学びます6し かし、多‐くの妊裁が身についたとしても、他者への優しさや、思|いやりを

持つなど、人としての成長がなければ社会で生かすことはできません。そのために、こころの扉

を拓き、豊か―なぶを育ててはしいのです。

皆さんが、学ぶ意欲を持ちくタヒ戦し続けることに期待しています。私たち教職員も、授業力に

磨きをかけていきます。

保護者の客様、本日はお子様のご入学、誡におめでとうござ,い ます。わたち教職員一日、生徒

の限りない可能性を信じ、その力を晨大限伸ばすことができるようく全力を挙げる党悟です。本
ヽ

校の教育方針をご理解の上、何卒ごti%力賜りますようお願いいたします。

終わりになりましたが、ご臨席を賜りました客様ガの今後ますますのご発晨とご多幸を祈念申

し上げまして、第七十九口入学式の式辞といたします。

今和七年 四月 八日
え:::壺市立美木ヤ学校長
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